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実践事例１ 宇佐市立四日市北小学校

と にかく 授業！ 〜授業改善を 学校組織マネジメ ン ト の主軸にし 、 教職員が学び合う 校内研究〜

研究主題
「 学びに向かう 力」 と 「 思考力・ 判断力・ 表現力」 を 育む授業の創造
～学習意欲を 喚起さ せる 課題設定と 主体的に学び合える 数学的活動を活かし た授業の工夫～

【 キーワ ード 】 組織的なサポート 体制 教職員の協働

研究の概要1.

児童の実態を データ で捉え、 学校長のビ ジョ ンのも と で授業改善を 核と し た校内研究は、 教員の主

体的、 協働的な学び合いへと つながり 、 児童の学習意欲や学力向上につながる など 多く の成果につな

がっ ている 。 研究主任や学年主任のリ ーダーシッ プによ り 、 経験の浅い教員の困り の解決を目指し た

意図的なサポート 体制を 構築し ている 。 ま た、 課題に応じ たス テッ プ別研修を取り 入れ、 教職員の協

働につなげている 。 組織的な授業改善によ り 、 児童の変容を 実感し 、 喜びや充実感が次なる 挑戦への

エネルギーと なり 、 学びの好循環を 生みだし ている 。

＜児童の課題＞

・ 自分の考えを も つこ と ができ ないま ま

授業時間が過ぎてし ま っている

・ 「 わから ない」 「 でき ない」 と いう 思いを

う ま く 伝えら れない

・ 算数の愛好度→否定的評価が多い

・ 学力調査等→思考力、 判断力、 表現力に課題

＜教職員の課題＞

・ 「 学び合う 」 よ り も 「 教え込む」 授業が

多く 、 組織的な授業改善が必要

・ 経験の浅い教員が増えている

・ 校内研究が日々の実践につながら ない

主な取組2.

（ １ ） 組織と し て学び合う 機会を リ ーダーが保障

（ ２ ） 児童の姿で語り 、 自分の日々の授業に生かすこ と で好循環を 生む事後研究会

（ ３ ） 主体的に取り 組む校内研究を デザイ ン ～自己の課題に基づく 「 ス テッ プ別」 研修～

取組の具体3.

（ １ ） 組織と し て学び合う 機会を リ ーダーが保障

経験の浅い教員が先輩教員の

授業を見て学ぶこ と ができ る よ

う サポート 体制を 整えている 。

授業を 自由に参観する こ と が

でき る 日を 設定し 、 こ れま での

研究に取り 組んでき た教員の授

業を 参観する こ と を推奨し てい

る 。 こ れによ り 、 教職員を つな

ぎ、 学び合う 機会を 保障し てい

る 。 学校長のビ ジョ ン のも と で、

学年主任・ 研究主任が課題意識

を 持ち、 リ ーダーシッ プを発揮

する こ と で教職員が主体的に学

ぶ機会を 組織的に保障し 、 学び

合いの土壌を 形成し ている 。

運営会議

①学年の現状や困り など

日常的に共有
②各学年の実態を 見える 化

③学年の困り に応じ て

臨機応変に体制を 整える

困り を 出し やすい
雰囲気の土壌づく り

A先生が他の先生の
授業を 見に行ける
よ う にでき ないか？

授業を 参観し 、
アド バイ ス する 時間が
設けら れないだろう か？

学校全体の
様子を 共有
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事後研究会は授業の流れや指導技術ではなく 、 「 児童がど う 変わっ たか」 「 それはなぜか」

と いう 視点で対話を 進めている 。 教職員間の心理的安全性が高く 、 経験年数に関わら ず誰も が

発言でき 、 多様な見方や解釈から 学び合う 雰囲気がある 。 それぞれが「 自分の日々の授業を

『 こ う 変えたい』 と いう 具体像を も って、 明日から の授業を 変える 」 と いう 共通理解のも と に

協議が行われる こ と で、 提案授業者から 学び、 日々の授業につなげる と いう 好循環が生ま れて

いる 。

（ ２ ） 児童の姿で語り 、 自分の日々の授業に生かすこ と で好循環を 生む事後研究会

校内研究の中に、 授業に対する 自己

課題に基づいた「 ス テッ プ別」 の研修

を 取り 入れている 。 ス テッ プは１ ～３

と 段階的に分かれており 、 ど のス テッ

プに取り 組むかは自分で選択する 。 小

グループに分かれる こ と で自分の困り

を 安心し て発言でき る と いう 心理的安

全性の確保や、 自分と 同じ 課題意識を

も っ たメ ンバーと の交流を 通し て実践

的な研究を 深める こ と ができ る 。

（ ３ ） 主体的に取り 組む校内研究を デザイ ン～自己課題に基づく 「 ス テッ プ別」 研修～

日常的な情報共有や
声かけ

意欲の向上・ ポジテ
ィ ブな文化の醸成

教職員の協働 授業の質の向上

児童の変容
教職員の

挑戦や成功体験

誰も が相談し やすい
雰囲気が生ま れる 。

教職員の「 困り 」 を 共有し 、
「 対話的な学び」 の実現に
向けて学び合う 。

教職員の意識が変わり 、
「 ねら い」 の達成に向けて
「 対話的な学び」 が実現する 。

学習意欲が向上し 、 学力
が上がる 。

「 授業で子ど も と つながっ た」
と いう 充実感を 得る 。

実践への意欲が高ま り 、
誰も が発言・ 挑戦でき る
雰囲気が生ま れる 。

授業研究を やっ て良かった。
「 子ど も が変わる 」 を実感で
き た取組でし た。

自分も 挑戦し てみたい！

授業者
教職員

＜交流・ 協議の進め方＞

研究
主任

①同じ ス テッ プ
を 選択し てい
る メ ンバーで
実践や困り を
交流。

②ス テッ プ混合のグループ
に分かれて協議する 。
特にス テッ プ１ のメ ンバー

（ 経験の浅い教職員が多い） の
困り を 解決でき る よ う に
サポート し 、 協議を深める 。

【 「 ス テッ プ別」 研修を取り 入れた背景】

四日市北小学校の取組から は、 校内に学習する 組織文化を 築く 上でのヒ ント を 得る こ と ができ ま す。

たと えば、 運営会議を 通じ て各学年の実態や困り が体制づく り に反映さ れる こ と で、 意思決定が特定

の教職員の視点に偏ら ない仕組みになっていま す。 ま た、 ス テッ プ別研修や授業参観の機会によ って、

自分の課題を 解決する ために同僚の実践から 学べる 環境が整えら れていま す。 さ ら に、 こ れら の取組

全体が、 校長が示すビ ジョ ン と 、 データ にも と づく 児童実態の把握によ って方向づけら れていま す。

こ う し た点は、 学校における 学習する 組織文化を 示す概念である 「 プロ フ ェ ッ ショ ナル・ ラ ーニン

グ・ コ ミ ュ ニティ ※１ 」 の諸特徴と 重なり ま す。 研究活動を 通じ て、 学び合う 文化を 意図的に作り 出し

ていく こ と が重要です。 （ 大分大学 前田）
※１ Hord, S . M. (1997). Prof essional learning communities: Communities of  continuous inquiry and improvement. S outhwest 

Educational Development Labora tory.

経験が浅い教員が増える 中、 授業の「 ね
ら い」 を 達成する 上で「 対話的な活動」
を ど のよ う に取り 入れたら よ いかわから
ないと いう 声があり ま し た。 その中で、
教員の課題に応じ たス テッ プ別の研修に
取り 組んでみよ う と なり 取り 入れま し た。

こ こ に注目！
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実践事例２ 佐伯市立佐伯小学校

学びを実感 ～みんなで創り 、 主体的に学び合い、 高め合う 校内研究～

研究主題
学んだ言葉の力を 活用し て自ら の思いを伝え合う こ と のでき る 児童の育成

～質の高い言語活動と 個別最適な学びを 位置づけた授業の創造～

【 キーワ ード 】 仮説検証から 課題解決へ 成果の積み上げを つなぐ

研究の概要1.

国語科の研究を 基盤と し て授業力向上を 目指し ている 。 以前は、 仮説を 立てて検証する 校内研究に取

り 組んでいたが、 仮説にと ら われず、 良いアイ デアを 取り 入れながら 実践し 、 検証する 校内研究を 進め

たいと の思いから 、 課題の解決に向けた授業の展開や支援の在り 方について※、 多様な実践を 提起し 合

う 校内研究へと 手法を 切り 替えた。 全員で課題を 共有する こ と で、 目指す方向が統一さ れ明確になる と

共に、 日々の実践の中から 児童の学びをレ ベルアッ プする ための新たな課題の発見にも つながっ ており 、

「 学びを 実感」 する こ と ができ る 校内研究へシフ ト し ている 。

グループで授業素案を 作成し 、 ICT（ 授業支援アプリ ） を活用し て共有し 、 他の教職員の日常の授業

改善へつなげている 。 国語科の研究連携校や佐伯市の国語部会と 協力し て、 ２ 年間で小学校国語の授業

素案５ ０ 本を 作成し 、 他校へも 共有さ れている 。

＜児童の課題＞

・ 身に付けた資質・ 能力を 活用する 力

・ 相手や場に応じ て即興的に表現する こ と

・ 自分の考えを 見直し たり 、 吟味し たり する こ と

＜教職員の課題＞

・ 校内研究が日常の授業につながら ない

・ 担任の半数以上が教職経験５ 年以内

※課題解決に向けた校内研究と は

学校の教育課題を 全教職員で共有し 、 その課題の解決を 目指し て教職員が協働し て取り 組む校内研究。

課題を 解決する ための様々な実践を 行い、 全教職員で成果を 共有、 蓄積し ていく 。

主な取組2.

（ １ ） 学びを 「 可視化」 し た事後研究会

（ ２ ） 成果の積み上げと 学びの実感

取組の具体3.

（ １ ） 学びを 「 可視化」 し た事後研究会

指導案審議及び事後研究会は、 司会と 記録を 輪番制で担当し ている 。 協議事項の焦点化と 板

書によ る 可視化によ り 、 議論のずれを防ぐ こ と ができ る 。 最後に記録者が板書を も と に「 本日

明ら かになっ たこ と 」 を発表し 、 成果や課題を 全員で共有する 。

事後研究会は授業参観の視点が明確にさ れている ため、 それぞれの気付き から 協議題を 整理

する 必要がなく 、 対話する 時間が十分に確保さ れている 。 小グループでの協議内容を発表し て

終わり ではなく 、 「 ど う すればよ り 良く なる か」 等について、 再度グループで協議をする こ と

で様々なアイ デアが得ら れ、 参加者の次の実践へと つなげる 見通し を も つ工夫がなさ れている 。
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＜ある 日の事後研究会の流れ＞

① 授業者よ り
協議事項に関わる 変更点を 端的に

② グループ協議（ 付箋は使わず対話のみ）
○付けたい資質・ 能力に関わっ て
○本校の課題についての提起に関わっ て

・ 本提案授業では「 教師の交流モデル
(動画)を受け、 自分の考えを 伝えたり
吟味し たり する 姿がある か」

③ 協議内容の共有（ 板書によ る 可視化）

④ ③を 受けたグループ協議
・ 教師の交流モデル(動画)を よ り 効果的

なも のにする ためにはど う すれば
よ いだろ う か

⑤ 協議内容の共有（ 板書によ る 可視化）

⑥ 記録者よ り 、 明ら かになっ たこ と を 発表

実際の板書

共有さ れたこ と （ 例）

（ ２ ） 成果の積み上げと 学びの実感

提案授業で検証し て有効だっ た取組について、 その後、 各学級や授業で実践し 、 次回の校内

研究時に共有する 機会を設け、 成果をつなげている 。 効果のある 取組を日常に取り 入れる こ と

で、 多面的な検証が可能と なり 、 校内研究が主体的な取組と なる よ う に工夫し ている 。 こ れに

よ り 提案授業と 日々の実践がつながる と と も に、 提案授業が単発で終わっ てし ま う のではなく 、

学びを つなぐ 循環サイ ク ルができ 、 成果を積み上げる こ と ができ ている 。

ま た、 管理職が中心と なり 、 積極的に学校を 開き 、 外部から の視点や示唆を 取り 入れる こ と

で、 自校の取組の価値や改善点を 実感でき る 機会を 設けたり 、 ICT（ 授業支援アプリ ） を 活用

し て授業素案を 他校と 共有し たり し て専門性の向上と 負担軽減の両立を図っ ている 。

＜若手教職員の声＞

校内研究は、 提案授業から お土産を も ら

っ て、 自分の授業に生かし ている 。 前の
提案授業と のつながり も ある から 、 それ

が積み重なっ ていく 感じ です。

校内研究は、 普段の実践で生ま れたたく

さ んの悩みや不安、 疑問を 少し ずつ解決

する こ と ができ る 時間です。 「 こ う いう

工夫ができ そう 」 など 、 自分の実践に活

用でき る こ と が見つかり ま す。

児童の姿で語る

子ど も たちの困っ たタ イ ミ ン グで動画を

出せたので、 何を する かが伝わっ ていた。

（ タ イ ミ ン グの大切さ ）

発達段階に応じ て、 動画に字幕を 入れ

てはど う だろ う か。

児童が必要に応じ て動画を 見る こ と が

でき る よ う に授業支援アプリ に保存し

ておく と 良いのではないか。

佐伯小学校の実践は、 課題解決に向けた授業の展開や支援の在り 方について、 多様な実践を 提起し

合う 校内研究へと 転換し ている 点に特徴があり ま す。 大き な方向性を 共有し つつも 、 一つの仮説にと

ら われず、 教員がそれぞれの視点から アイ デアを 出し 合い、 次の実践へと つなげていま す。 協議で生

ま れた気付き や課題を 記録し 可視化する こ と で、 それら はその授業の文脈に根ざし た実践知と し て共

有さ れま す。 他の教員はそれを そのま ま 適用する のではなく 、 学級や授業の状況に照ら し て再解釈し 、

新たな実践に生かし ていま す。 経験を振り 返り 、 意味付け、 整理し 、 再び実践へつなげていく その循

環的な過程に、 状況に根ざし た組織的な学習の姿を見出すこ と ができ ま す※１ 。 （ 大分大学 大島）
※１ こ のよ う に、 具体的な経験を 振り 返り 、 意味付け、 次の実践へと 生かし ていく 循環的な学びの過程は、 コ ルブが示

し た「 経験学習モデル」 と 重ねて理解する こ と ができ ま す（ Kolb, D. A. (1984). Experientia l Learning: Experience as 

the S ource of  Learning and Development. Englewood Clif f s, NJ : Prentice-Hall.） 。

こ こ に注目！

※板書は若手教員が輪番で担当

参考資料と し て巻末に掲載
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実践事例３ 別府市立中部中学校

「 わかった・ でき た・ わかり たい！」 を生み出すための生徒理解

研究主題
自ら 学び続ける 生徒を 育むための指導法の研究

～基礎・ 基本の定着と 学習意欲の向上をめざす～

【 キーワ ード 】 子ど も の姿（ 事実） で語り 合う 時間確保・ 短縮 同僚性

研究の概要1.

教科の壁を 超えて互いの授業力を向上さ せる ために、 子ど も の姿で授業を語り 合う 「 事実解釈型」

の校内研究※に取り 組んでいる 。 前年度の成果と 課題をふま え、 校内研究の在り 方について、 授業研

究会ごと に検証・ 改善を行う など 短期間での振り 返り を行い、 ブラ ッ シュ アッ プを進めている 。 「 悩

みや困り を相談し あえる 教職員集団になる 」 こ と を目指し 、 教職員間の同僚性を 高め、 組織と し て生

徒の課題に向き 合う 体制の構築に取り 組んでいる 。

＜生徒の課題＞

・ 低学力層の割合が増加傾向

・ 基礎・ 基本の定着に課題がある

・ 授業中に「 わかった」 「 でき た」

と いう 実感を も てない生徒も 多い

・ 学習への意欲や自信につながり にく い

＜教職員の課題＞

・ 授業力・ 生徒指導力・ 学級経営力等に不安や

困り を抱えている 教員が多い

・ 従来の校内研究が学校課題の解決に有効に機

能し ていないため、 一部の教員に研究活動の

意義を見出せないと いう 意見がある

※子ど も の姿で語り 合う 「 事実解釈型」 校内研究と は

教師の手立ての良し 悪し ではなく 、 「 その時、 その子

が、 何を し たのか、 ど う いう 表情をし たのか、 何を 書

いたのかと いった学びの姿（ 事実） 」 を把握し 、 「 事

実」 を手がかり に参加者が「 解釈」 を 語り 合い、 対話

を通じ て授業者も 参観者も 自身の省察を 深めていく 。

主な取組2.

（ １ ） 子ど も の姿から 語り 合い、 生徒理解を 促し 、 同僚性を高め合う 校内研究

（ ２ ） 時間の確保・ 短縮に向けた取組

生徒理解の視点を広げたり 深めた
り する こ と ができ る だけでなく 、
提案授業への抵抗感も 減っ た。

教科の壁を超えて協議でき る 場
ができ た。

子ど も の姿で語り 合う 事実解釈型の校内研究 「 授業構想シート 」 の工夫



＜ある 日の事後研究会の流れ＞

あら かじ め抽出し ておいた生徒を 中心に授業中の発言、 記述、 表情等をも と に生徒の学びの

様子を 複数人で観察記録し 、 学びの姿（ 生徒がど のよ う に学んでいたか「 事実」 ） を把握し て

いく 。 事後研究会では、 その「 事実」 を手がかり に参加者がそれぞれの「 解釈」 を語り 合う こ

と で、 生徒理解を深め、 多様な生徒への対応力の育成にも つなげる こ と をねら いと し ている 。

ま た、 「 授業構想シート 」 に記載さ れた授業者の悩みや困り 、 目指す生徒の姿を踏ま え、

「 よ り よ い授業に向けてど う すればよ いか」 について対話を重ねる 。 そのため、 協議メ ンバー

を教科や経験年数、 個々の課題等を踏ま えた多様な教職員で構成し 、 新たな気付き や知見を得

ら れる よ う 工夫し ている 。

【 授業構想シート 】 参考資料と し て巻末に掲載

※１ 授業者の悩みや困り から 書き 始める

※２ 目指す「 生徒の具体的な姿」 を 記述

※３ 抽出生徒は授業者が意図を も っ て設定

取組の具体3.

（ １ ） 子ど も の姿（ 事実） から 語り 合い、 生徒理解を 深めながら 、 同僚性が高ま る 校内研究

【 学年単位によ る 互見授業】

同じ 学年部で授業を見合う こ と で、 普

段から 関わっている 生徒の理解が深ま り 、

授業改善だけでなく 、 生徒指導にも 生か

さ れている 。 日課を調整し やすく 、 学年

部会において短時間の事後研究会を開く

等、 時間の短縮と 共に生徒理解にも つな

がっている 。

【 対話時間の確保】

「 時間をかけ過ぎず、 多く の学びを得る

には」 と いう 視点で、 授業研究の方法を試

行錯誤し ている 。

（ 例） 事後研究会で授業支援アプリ を活用

し てみたが、 かえって時間を 要し たと の反

省から 、 対話に時間を十分確保する ために、

模造紙を使用する 方法に変更し た。

授業構想シート ※一部抜粋

（ ２ ） 時間の確保・ 短縮に向けた取組

中部中学校の実践は、 教科ごと の専門性が重視さ れやすい中学校において、 「 『 でき た・ わかっ

た・ わかり たい！』 を 生み出す」 と いう 課題を授業像と し て明確に共有し 、 その実現に向けて取り 組

んでいる 点に特徴があり ま す。 学力差がある 中で、 すべての生徒にそう し た実感を保障する こ と は容

易ではあり ま せん。 だから こ そ同校では、 こ の授業像を具体化し よ う と する 中で授業者が直面し てい

る 困り や悩みを 共有し 、 具体的な生徒の姿を手がかり に実践を検討し ていま す。 協議の場では、 授業

者だけでなく 参観者も ま た、 生徒の学びの事実をどのよ う に捉え、 ど のよ う に解釈する のかを言葉に

し ま す。 その過程で、 自ら の見取り や判断の枠組みに気付き 、 授業の見方を 見直し ていき ま す。 弱さ ※１

を安心し て示せる 関係性がある から こ そ、 こ う し た率直な対話が成立し 、 その積み重ねが教員一人ひ

と り の専門性を 高めている と いえる でし ょ う 。 （ 大分大学 大島）
※１ 個人の課題や弱さ を 隠すのではなく 、 組織の中で共有し 成長の契機と し ていく 在り 方は、 キーガン ら が「 発達指向型組

織」 と し て論じ た考え方と 重ねて理解する こ と ができ ま す（ ロ バート ・ キーガン、 リ サ・ ラ ス コ ウ ・ レ イ ヒ ー（ 著） 、 中

土井僚（ 監訳） 、 池村千秋（ 訳） （ 2017） 『 なぜ弱さ を 見せあえる 組織が強いのか』 英治出版） 。

こ こ に注目！



実践事例４ 臼杵市立西中学校

教職員がつながり 、 学校を最高のＯ Ｊ Ｔ の場に

研究主題
学びに向かう 力と 自分で未来を 切り 拓く 力を 身に付けた西中生の育成
～見方・ 考え方を 働かせた「 主体的・ 対話的で深い学び」 の授業実践を 通し て～

【 キーワ ード 】 人材育成シス テム メ ン タ ー制 生徒と 共に創る 授業

研究の概要1.

教師の授業力の差によ っ て生徒の学力差が生ま れないよ う 、 教師の協働性を高める し く みを 創ってい

る 。 組織やシス テムを マネジメ ント し 、 学校課題の解決と 人材育成を 一体的に行っ ている 。 研究主任を

中心と し たML研修（ ミ ド ルリ ーダー研修） を 核に、 校内研究やSD研修※を 計画的に企画・ 運営し てい

る 。 教師同士がつながる 場を 意図的に創り 出し 、 授業研究を 組織的・ 計画的に進める こ と で、 授業改善

を 学校全体の取組につなげている 。 例えば、 教科指導力の向上について、 日課表に位置付けら れた教科

部会を 基盤に、 授業構想や評価、 教材研究、 各種学力調査や生徒によ る 授業アンケート の分析等を行い、

授業改善に生かし ている 。 ま た、 研究推進部が学習委員会を 担当し 、 生徒の主体的な取組を通し て「 生

徒と 共に創る 授業」 の研究を 重ねている 。

年度を 跨ぐ 校内研究と 研究推進部の組織化によ り 、 教職員や保護者から 授業改善に対する 肯定的な評

価が得ら れている 。 校内研究を持続可能な取組と し て定着さ せる と と も に、 校内研究やSD研修は、 市

内中学校の経験年数の浅い教員に対し ても 学びの場と し て提供し 、 人材（ 財） 育成学校を目指し ている 。

＜生徒の課題＞

・ 学年や教科によ っ て学力差がある

・ 生徒会活動が活発で行事等は盛り 上がる が

日常の授業にその良さ が生かせていない

＜教職員の課題＞

・ 教師の授業力の差がある

・ 魅力ある 教科部会や自己研鑽につながる 授業研究

・ 生徒の声を 聴き 、 共に創る 授業の実現

※SD研修（ Self-Development： 自己啓発） と は

おおむね在職10年未満の教員を 対象と し 、 ミ ド ルリ ーダーを 中心と し た先輩教員がメ ンタ ーと し て

関わる 研修

主な取組2.

（ １ ） ミ ド ルリ ーダーによ る 組織的、 計画的な校内研究の企画運営体制

（ ２ ） SD研修を サポート する メ ンタ ー制

（ ３ ） 生徒と 共に創る 授業

ミ ド ルリ ーダ―を 核にし た
校内研究体制のイ メ ージ 研究組織図
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（ ２ ） SD研修をサポート する メ ンタ ー制

校内研究やSD研修の企画・ 運営を
通し て、 自分の授業力やマネジメ ン
ト 力が向上し ている と 思う 。

教員と し ての実践力は飛躍的に向上し た。 相談
でき る 人がいる こ と は大き な安心感がある 。 今
ま で見よ う 見ま ねでし ていた行動を 、 先輩教員
から し っかり と 意図ま で説明し ても ら える ので、
理解を 深める こ と ができ る 。

取組の具体3.

（ １ ） ミ ド ルリ ーダーによ る 組織的、 計画的な校内研究の企画運営体制

研究推進部は、 研究主任を 中心に、 教務主任およ び各学年から のミ ド ルリ ーダーによ っ て

組織さ れている 。 こ の研究推進部の取組の中にミ ド ルリ ーダー研修（ ML研修） を 位置付け、

生徒の学力向上と 経験年数の浅い教職員の育成に向けた企画・ 運営を 担っ ている 。 ML研修は

毎週金曜午後に実施し 、 校内研究の年間計画に基づき 、 学校課題に対する 気付き や実践を 共

有し ながら 、 短期の見直し や調整を 行っ ている 。 年間計画や日課表に会議を 位置付け、 研究

推進部がチーム で研修を企画・ 運営する こ と で、 研究主任一人に負担が集中し ないよ う 配慮

し ている 。 ま た、 授業研究における 指導案検討は教科部会が担う と と も に教務主任が日課表

に位置付けて進行管理を行っ ている 。 こ れによ り 、 授業者が一人で抱え込むこ と なく 、 前向

き に授業改善に取り 組める 環境が整えら れている 。 「 協働し ま し ょ う 」 と 呼びかける のでは

なく 、 校内研究の中心と なる 研究推進部（ 組織） と 運営のし く みを 整え、 人と 人と が自然に

つながり 、 学び合える 場を 生み出し ている 。 あわせて、 研究推進部の運営を 通し て、 「 負担

が増える 研修」 ではなく 「 魅力的な研修」 を創り 出すこ と が、 ミ ド ルリ ーダーに求めら れる

役割と し て明確に位置付けら れている 。

ミ ド ル
リ ーダー

若手
教員

ミ ド ルリ ーダー（ メ ンタ ー） と し て

①最新の情報を 収集し 、 根拠をも っ てアド バ
イ ス する

②SD対象者にアド バイ ス を する と き は、 本人
にアウ ト プッ ト する よ う に促し 、 確認する

③授業を 意識的にたく さ ん見る
④良いと こ ろ を たく さ ん見つけ、 「 良く ないと

こ ろ 」 を 指摘する のではなく 、 SD対象者と
一緒に「 改善点」 （ 代案） を考える

⑤「 成果が生徒の姿を通じ て出てく る 」 こ と を
意識する

SD研修： 担当する メ ン タ ーが企画する 研修

【 4～5月】 大分県公立学校教員育成指標を も と
に自己分析・ 目標設定
→年間計画立案

（ 実践例） ・ 短学活の互見
・ ベテラ ン 教員によ る 模擬授業
・ 板書の持ち寄り
・ 「 日常の困っ た」 お悩み相談 等

（ 時 期） 年間計画に沿っ て、 適宜開催

【 1～2月】 メ ン タ ーと 1年間の振り 返り

（ ３ ） 生徒と 共に創る 授業

「 学びの主役は生徒である 」 と し て、 生徒の声を 聴く アンケート は、 数値だけでなく 「 も っ

と 班で話し 合う 時間がほし い」 など 授業改善につながる 意見も 大切にし 、 生徒と も 共有し てい

る 。 学習委員会が取り 組む全校学習集会で学習目標「 学びに向かう ～思考を 表現・ 想いを 伝え

る ～」 を 発信し 、 学級では「 我がク ラ ス の学習課題」 のテーマについて話し 合っ ている 。

西中学校の実践は、 つながり を作る こ と で組織と し ての教育力を 高めよ う と し ている 点に特徴があ

り ま す。 教師の専門性を 、 教師個人がも つ知識や技能（ 人的資本） だけでなく 、 同僚性やチームワ ー

ク （ 社会的資本） 、 複雑な場面での判断力（ 意思決定資本） を 含む３ つの資本と し て捉える 考え方※１

があり ま す。 こ の視点で見る と 、 同校のメ ンタ ー制やML研修は、 教職員が学校の内外でつながる 場を

提供する こ と で、 信頼関係や専門的な対話を 育む機会と なっ ていま す。 ま た、 図中の教職員のコ メ ン

ト から は、 こ う し た経験が、 それぞれのキャ リ ア段階の教職員の判断力を 高める 機会と し て機能し て

いる と 言えそう です。 社会的資本や意思決定資本は短期的に培われる も のではあり ま せん。 日常的な

取組が、 こ う し た資本の蓄積につながり 、 学校全体の教育力の基盤になっ ていく と 考えら れま す。

（ 大分大学 前田）
※１ ア ン ディ ・ ハーグ リ ーブス 、 マイ ケル・ フ ラ ン （ 著） 木村優・ 篠原岳司・ 秋田喜代美（ 監訳） （ 2022） 『 専門職と し

ての教師の資本： 21世紀を 革新する 教師・ 学校・ 教育政策のグ ラ ン ド デザイ ン 』 金子書房

こ こ に注目！
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実践事例５ 大分県立玖珠美山高等学校

「 引き 出す」 授業への組織的アプロ ーチ 〜評価を 起点と する 授業改善〜

研究主題
ティ ーチン グと コ ーチングのバラ ンス に留意し た主体的・ 対話的で深い

学びの授業実践

【 キーワ ード 】 探究的な学び 対話を 基盤と し た組織文化 ICTの活用

研究の概要1.

令和４ 年度、 学習指導要領の改訂に伴う 観点別評価への対応について、 教務部を 中心に課題意識を 持

っ ていた。 特に、 主体的に学習に取り 組む態度を ど う 評価すべき かが大き な議題であっ た。 そこ で生徒

の主体的な活動を 引き 出し 、 見取る ためにはコ ーチン グが必要である と いう 考えから 、 「 ティ ーチング

と コ ーチングのバラ ン ス を 重視し た授業改善」 と いう 研究テーマを 設定し 、 評価方法の共有と 授業改善

を 一体的に行う こ と と し た。

令和４ ～６ 年度の３ 年間にわたっ て同テーマで取り 組んだ結果、 評価に関し て共通理解ができ たと と

も に、 生徒が積極的に活動や思考を行う 姿勢を 見せる よ う になっ た。

主な取組2.

（ １ ） 地域産業科での評価に関する 先行事例を 教科を 超えて生かす

（ ２ ） 授業研究会での準備の工夫と ICTの積極的活用によ る 振り 返り の充実

（ ３ ） 授業改善へと 教職員が向かう 環境づく り

取組の具体3.

（ １ ） 地域産業科での評価に関する 先行事例を 教科を 超えて生かす

玖珠美山高校は普通科と 地域

産業科（ 農業科） があり 、 地域

産業科が課題研究で行っていた

評価方法を 、 研修の場で共有し

た。 ま た、 従来の評価方法

（ 100点法） と 観点別評価を基

にし た評価方法（ 5点法） を あ

えて並行運用する こ と で、 従来

の評価方法が現状になじ ま ない

こ と を 先生方に実感し ても ら い、

徐々に合意形成を 図っ た。

- 20 -



玖珠美山高等学校の実践において注目さ れる 点は、 学校が置かれた状況を 前向き に捉え直し 、 教

育改善や学びの契機と し ている 点です。 教育改革への対応を 、 外から の要求ではなく 自校の課題と

結びつけて再解釈し 、 さ ら に地域産業科の存在を 学校の強みと し て位置づける こ と で、 主体的な取

組が展開さ れていま す。 教育活動は、 あら かじ め正解が定ま っ ている も のではないため、 絶えず曖

昧性の高い状況の中で意味を 形成し ていく こ と が求めら れま す。 こ のよ う に、 状況に意味を 与える

こ と で行為を 方向づけていく こ と は、 セン ス メ イ キン グ ※１ のプロ セス と し て捉えら れま す。 合意形

成には時間を 要し ま すが、 同校の実践から は、 教職員が協働し て意味を形成し ていく こ と が、 取組

に対する 抵抗感の解消や前向き な風土の醸成において欠かせない過程であっ たこ と がう かがえま す。

（ 大分大学 前田）
※１ カール・ E・ ワ イ ク （ 著） 遠田雄志・ 西本直人（ 訳） （ 2001） 『 セン ス メ イ キン グ ・ イ ン ・ オーガニゼーショ ン ズ』

文眞堂

（ ２ ） 授業研究会での準備の工夫と ICTの積極的活用によ る 振り 返り の充実

多様な生徒が在籍する 中で、 地域産業科の教職員の「 誰一人取り 残さ ない」 と いう 姿勢のも

と 、 卒業ま でに劇的に成長する 姿に刺激を 受け、 他教科の教職員も 単に知識を教える だけのテ

ィ ーチングス タ イ ルから 、 「 ど う すれば生徒が興味を 持ち、 主体的に学べる か」 を 意識し たコ

ーチングス タ イ ルの授業づく り へと 変容し ていっ た。 その結果「 授業後に生徒が『 疲れた』 と

言う ほど 考え抜いている 」 「 授業が終わっ ても 生徒同士で議論が止ま ら ない」 と いっ た姿が見

ら れる よ う になっ ている 。

・ 授業動画の生徒の変容が見ら れる
場面を 切り 取っ てシート に添付する 。

・ 指導案・ 事後協議・ 具体的場面の
映像を 一体化し てアーカイ ブ化する 。

・ 学習支援アプリ の付箋機能を 活用。
・ 協議グループご と にシート を 作成し 、

参加者全員が共有・ 閲覧でき る 。

・ 指導案作成は必ず教科会議を 開いて
検討する 。

・ 授業のねら いや参観のポイ ン ト は
教科主任が説明を 行う 。

事前準備

振り 返り 協議

事後の活用

・ 研究授業は教科が責任を 持つ
・ 授業者を 一人にし ない

（ ３ ） 授業改善へと 教職員が向かう 環境づく り

教務主任・ 授業改善プロ ジェ ク ト チームで協働し て、 前向き な雰囲気を 醸成し ている 。

具体的には、 観点別評価への対応は面倒なも のではなく 、 「 自分たちの授業を見直すための

ツ ール」 であり 、 生徒にと っ ても 教員にと っても プラ ス になる 機会である 、 と メ リ ッ ト を 丁

寧に説明し 共有し ている 。

ま た、 教職員の負担を軽減する ため、 単位数の削減やICT活用を行い、 対話をする ための

「 心理的・ 時間的な余白」 を 意図的につく っている 。 積極的にベテラ ン教員が経験年数の浅

い教員にICT活用等について相談する など 、 尋ねやすい雰囲気を つく る こ と で、 キャ リ アに関

わら ず困っ たと き は「 お互いに助け合う 」 環境ができ ている 。

こ こ に注目！

- 21 -



実践事例６ 大分県立日田三隈高等学校

学びを実感 ～みんなで創り 、 主体的に学び合い、 高め合う 授業研究会～

研究主題 「 未来の自分にワ ク ワ ク 」 を授業を 通じ て生徒に具現化する

【 キーワ ード 】 心理的安全性 生徒と の共創ビ ジョ ン ICT活用

研究の概要1.

教育活動の核に位置付けてき た生徒の資質・ 能力「 4つの力（ 調べる 、 ま と める 、 発表する 、 聞

く ） 」 を ゼロ ベース で見直し 、 校訓をも と に描いた３ つの目指す生徒像から 、 新たに生徒と 共創し た

「 ９ つの力（ 選択する 、 計画する 、 創造する 、 提案する 、 考動する 、 挑戦する 、 思いやる 、 伝える 、 聴

く )」 を 生徒に身に付けさ せたい資質・ 能力と し て再構築し た。 「 ９ つの力」 の育成を 念頭に置いた授

業研究会においては、 教職員の心理的安全性を 確保し た結果、 失敗を 恐れず自律的に授業改善に挑戦で

き る 風土が醸成さ れている 。 ま た、 校内では「 未来の自分にワ ク ワ ク 」 と いう キャ ッ チフ レ ーズが浸透

し 、 教職員同士が日常的に助け合う 文化も 生ま れている 。 他にも 、 ICTを活用し て実践事例の共有の効

率化を 図る こ と で、 授業改善の質の向上と 、 働き 方改革の両立を実現し ている 。

主な取組2.

（ １ ） 「 ９ つの力」 の再構築と 生徒と の共創

（ ２ ） 「 お見知り 研修」 を 起点と する 、 「 ９ つの力」 の共有と 活用

（ ３ ） 「 授業者が辛く なら ない」 対話型の授業研究会の設計

（ ４ ） ICTを 活用し た迅速な事例共有と 働き 方改革

取組の具体3.

（ １ ） 「 ９ つの力」 の再構築と 生徒と の共創 校訓に基づいた「 生徒像」 と 「 ９ つの力」

「 ９ つの力」 の各名称には、 生徒が考えた言葉を
取り 入れる こ と で、 生徒と 教職員の目線合わせがし
やすく なっ ている 。 ま た、 「 ９ つの力」 を 見取る た
めに策定し たルーブリ ッ ク の評価基準については、
「 生徒がわかる 言葉」 を 意識し ている 。 ルーブリ ッ
ク の策定には、 「 産業社会と 人間」 の授業の中で、
「 日田市内の高校教育」 の研究に取り 組むグループ
が、 市内の近隣校の調査を も と に、 各力の名称や
評価基準の内容について、 生徒と 教職員が対話を 積
み重ねながら 検討を 続け、 共に創り 上げた。 こ う し
た取組を 通し て、 生徒と 教職員が足並みを 揃えて歩
んでいける 「 ９ つの力」 と なっ ている 。

校訓 自立 実践 信頼

３ つの目指す生徒像

自由を
乗り こ なせる

失敗し ても
大丈夫

助け上手だし
助けら れ上手

選択する 力

計画する 力

創造する 力

提案する 力

考動する 力

挑戦する 力

思いやる 力

伝 え る 力

聴 く 力
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日田三隈高等学校の実践は、 「 ９ つの力」 と いう 育てたい生徒像を 教職員で共有し 、 教科の専門性

を 生かし ながら も 、 教科を 越えて共通の視点から 授業づく り を 考えている 点に特徴があり ま す。 こ の

生徒像は、 社会での活躍を 見据え、 多様な進路を 目指す生徒の実態を 踏ま えて構想さ れたも のであり 、

授業づく り の具体的なよ り ど こ ろと なっていま す。 そのため、 授業研究は形式的な取組にと ど ま ら ず、

「 こ の力を ど う 育てる か」 と いう 対話へと 展開し ていま す。 授業者を 否定し ない研究会の設計や、

「 授業は人格の反映である 」 と いう 姿勢のも と での自己開示も 、 安心し て挑戦でき る 文化を 支えてい

ま す。 個々の教育観や思いが尊重さ れ、 対話を 通し て交流さ れる こ と で、 それぞれのビ ジョ ンがすり

合わさ れ、 共有ビ ジョ ン ※１ が形成さ れ、 チームと し て学び合う 基盤が形づく ら れている 様子がう か

がえま す。 （ 大分大学 大島）
※１ 共有ビ ジョ ン と は、 組織の成員が心から 実現し たい未来像を 共有し ている 状態を 指し ま す。 それは、 組織の成員の

学びや行動に方向性を 与え、 意欲を 内側から 支える と さ れま す（ ピ ータ ー・ M・ セン ゲ(著)、 枝廣淳・ 小田理一郎・

中小路佳代子(訳)（ 2011） 『 学習する 組織』 英治出版） 。

（ ２ ） 「 お見知り 研修」 を 起点と する 、 「 ９ つの力」 の共有と 活用

「 ９ つの力を 見取る ルーブリ ッ ク （ 一部抜粋） 」 ※参考資料と し て巻末に掲載

年度当初、 「 ９ つの力を 見取る ルーブリ ッ ク 」 に自身
の姿・ 教育観を 重ねながら 自己開示する 「 お見知り 研
修」 の時間を 確保し ている 。 研修の導入では、 進行担当
が自ら 苦手な面を 先に話すこ と で、 ど んなこ と でも 話を
し やすい雰囲気を 作っ ている 。 「 ９ つの力」 を 、 自身の
「 得意・ 不得意」 なこ と に重ねながら 自己開示する こ と
で、 深い相互理解につなげており 、 互いに助け合う 関係
性を 築く 、 重要な起点と なっ ている 。 ま た、 同じ ルーブ
リ ッ ク を 活用し ながら 、 生徒が学期当初に「 伸ばし たい
力」 の目標と 活用の見通し を 立て、 学期末にその習得状
況を 振り 返る 時間を 設けている 。 こ う し たサイ ク ルを 通
じ て、 生徒・ 教員双方が「 ９ つの力」 を 日常的に意識し 、
日々の教育活動における 実践へと つなげている 。

（ ３ ） 「 授業者が辛く なら ない」 対話型の授業研究会の設計

「 研究授業を やっ てよ かっ た」 と 思える よ う な、 対話型の授業研究会を 設計し ている 。 授業
技術の良し 悪し ではなく 、 「 特定の生徒の具体的な様子」 に焦点を あてた対話を 通じ て、 授業
改善の糸口を 探る 手法を取っ ている 。 「 授業は授業者の人格の反映である 」 と いう 考えから 、
授業研究会の中で、 授業に関する 批判的な指摘は控える よ う にお願いし 、 授業者への助言につ
いては、 安心感のある 場所において、 「 １ 対１ 」 での対話を 基本と し ている 。 ま た、 研究授業
の振り 返り シート については、 授業者に対する 感謝や、 授業改善につながる ヒ ント を 記入する
形式に変更し たこ と で、 授業者が安心し て前向き な気持ちで臨める 環境を 構築し ている 。

（ ４ ） ICTを 活用し た迅速な事例共有と 働き 方改革

「 授業改善通信」 について、 通信の様式を整える こ と は止め、 メ ールと し て送信する よ う に
し た。 こ れによ り 、 実践事例や授業改善に関する 情報を タ イ ム リ ーに全教職員へ届ける こ と が
可能と なっ た。 タ イ ム リ ーな情報の共有が日常の当たり 前になってき たこ と で、 日々の授業改
善の質の向上に寄与し ている 。 ま た、 授業改善推進委員会を 校務支援シス テムの会議ス ペース
上で行う こ と で、 業務負担の軽減と なり 、 働き 方改革の推進にも つながっ ている 。

「 ９ つの力（ 目指す生徒像） を 見取る ルーブ
リ ッ ク を 活用し たお見知り 研修の様子」

こ こ に注目！
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